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より強化することもあり、

懸案としていたNPO法 人

設立に向けて準備委員会

を立ち上げました。委員

の努力と関係諮官庁、お

よび市行政の担当者のご

指導とご協力を頂き、本年

1月東京都の認証を受け、名実ともに 「特定非

営利活動法人 東村山市文化協会Jと して活動に

入りました。 早 速 「多摩フレッシュコンサー

ト」の委託事業が決まりました。この度、これ

までご指導いただきました諸先輩、また、今後、

ご指導頂きます方々を御招きして祝典を開催し

ました。ここに、その様子をご披露申し上げよ

リー層のご指導、ご協力をお願い申し上げます。

会員及び市民の皆様には今まで以上のご協力を

お願い申し上げあいさつといたします。

平成 22年 、当文化協会は 「特定非営利活動法人

(通称 NPO法 人)東 村山市文化協会Jと して大きく

転換することとなりました。 ふ りかえると、昭和

53年 3月 、市民文化祭の開催を契機に、文化祭の

円滑な運営を基軸に親睦団体として、初代会長故武

田芳雄氏が 「東村山市文化連盟Jを 立ち上げました。

昭和 63年 6月 、2代 日会長、故天野林作氏が、

秋の市民文化祭をの発展に努力するとともに、会員

の力を結集し、平成 2年 5月 、春の文化祭と言われ

る 「市民文化のつどいJを 新しい事業として、独自

に企画開催しました。平成 5年 、3代 目会長として、

私が任を受け、平成 10年 から、年 4回 「市議会ミ

ニミニコンサート」を議場で開催、秋の会員の 「1

日研修旅行J、そして、市民への文化の高揚と発展

を発信する団体として、文化連盟を発展的に解消し、

組織と規約を改正し、「東村山市文化協会Jと して

新たなスタートをきりました。行政とのつながりを
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女fヒのつピい20回 。NPO拘 付解詣碑試換

御来賓ご芳名 (敬称省略)

市長 渡部 尚 、市議会,議lt川上隆之、

教育委,1長日1田 豊 、教市虚森 純 、

商 L会長 山下=郎 、〕tl131t 4田測~

男、31教育長 小冊r征弘、衆蔵院議11

加藤公一、lHJ,1木原誠二、

“
巾民で創る文化の祭典

Ⅲ「市民文化

のつどいJの 20同 ・NPO法 人の認

訂i取得、を記念し、これまで陰に陽に

ご支援下さいました細測前市長・小町

前教育長はじめ関係部署の話先li、ま

た、これから大きい力でご支援 ドさい

都議会議,i谷 村孝彦 ・佐藤広典 ・野

田 数 、郡立束村山市校に山本収太郎、

同西高校長下條隆史、市[議会厳虫 鈴

木忠文 ・島崎洋 r・ ||げ1鳥子 ・肥沼茂

男 ・田中富造 ・木内 徹 ・奥谷浩一 ・

熊木敏巳・薄井政美 ・侍田久イ■・伊藤

ますことを期待し、渡都市長、川上市

議会議長、WT田教育委員長、衆議院議

員、東京都議会議員、市議会議員の諸

先生にご臨席賜り5月 29日 市立中央

公民館で開催されました。 ア トラク

ションとして、これまでホールで貢献

真一・加1藤に俊・駒崎高行・石橋光明、

市llJ係般,1 大野 隆 ・曽我仲清 ・諸

田亭一郎 ・営問丈仁 。武田 猛 ・榎本

雅朝 ・神山正樹 ・小谷中政美

下さいました 「東村山スウィングバン

ドJの ジャズ波奏で締めていただき、

また 「市民文化のつどいJ20回 記

念特別参加として都立東村山 ・同東本寸

山西の両高校の参加をいただき、和や

かな雰囲気で湖催できました。

NPO法 人東相山市女化協会がス々―ト

東村山市文化協会は特定非営活Ell   政 治活動をしない、暴力国と関わ   ま す。本協会最大の目標である市

法人 (NPO法人)と して活動を7Fl    ら ない等の条件がある。        民 文化の発展・発信に大ききく寄

始しました。                                与 することと考えます。市民文化

2、NPO法 人束本Jl市 文化協会の今後   活 動のlk発・推奨・推進事業等を

1、NPO法 人とは            の 活動                企 山F実行してまいる所存です。

「公益目的を有する民間の非営利組

織Jで す。 阪 打H大震災後の民間

ボランティア団体による救援活動

を契機に法人格のない任意同体で

は組織的活動が難 しいという声が

強くなり、平成 12年 「非常利活動

促進法Jが施工された。非常利とは、

利益を上げても活動資金として活

用し、分配してはならない。宗教 ・

本協会では以前より行政と協働事

業、独自事業の資金確保の観点か

ら法人化を検討してきました。今

回、NPO法 人Fll備委員会を設置し

委員 (鎌日、金 r、市川)の 努力

により法人格を得ました。厳しい

諸条件をクリアしたことで社会的

信用まし、事業契約や活動資金協

力者の確保が安易になったと考え

3、NPO法 人束村山市文化協会活動の

ための財源

NPO法 人束村山市文化協会のHオ

源は加ill回体の会費、事業参加費、

等を中′こ、にしておりましたが、今

後は賛助会員の会費、行政 との脇

働事業資等が期待されます。
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NPO法 人取得・文化のつどい20回おめでとうございます。

東村山市長

渡部  尚

束村山市民文化の

どいの20周 年並びに東村山市文化

協会のNPO法 人認証の取得、誠に

おめでとうございます。

文化協会の皆様におかれまして

は、日頃の文化活動に加え、「市民

文化のつどいJ・「市議会ミニミニコ

ンサートJ・「伝統文化子ども教室」

など、市民文化の継承と振興のため、

長きにわたり多大なるご尽力をたま

わり、深く感謝を申し上げます。

先月開催されました、9月 市議会

においては、市政の今後 10年 間の

指針となります第 4次 総合計画 ・基

本構想をご可決いただいたところで

あります。当基本構想の核心である

将来都市像は、「人と人、人とみど

りが響きあい、笑顔あふれる束村

山Jに 決定されました。

この将来都市像には、東村山が 「無

縁社会Jと ならないよう、市民の皆

さまがつながり、支えあう協lal・脇

和の温かいまちを築いていこうとい

う思いと決意が込められています。

人と人とをつなぐ上で、文化 ・芸

術の果たす役割は極めて大きなもの

があります。今後も文化協会の皆様

には 「人と人 人 とみどりが響きあ

い 笑 顔あふれる東村山Jの 実現に

むけ、ご理解とご協力を賜りますよ

うお願い申し上げます。

結びに、文化協会のますますのご

発展、会長さんをはじめ役員、加盟

団体の皆さまのご健勝とご活躍をご

祈念申し上↓去 お祝いの言葉といた

します。

前東村山市長

細済J一男
束村山市文化協会

「NPO法 人認証Jと

民文化のつどい 20回 記念おめでと

うございます。人間が視党や聴覚

を通して心豊かな人生を送ること

が出来る自然社会をもたらすのが

文化ではないでしょうか。美しい

絵を見て自らの気力を呼び戻され

たり、また美しい音色に爽快感を

覚えたり強烈なリズムと音によっ

て心が奮い立つことがありますね。

このように人間に大きな影響を与

える自然的な振る舞いが真の文化

ではないかと勝手に私は思ってい

ます。それぞれ個性豊かな特技を

お持ちの多くの皆さんが集い研鑽

を積んで活躍されている文化協会

のすべての皆さんに心より賛辞と

お喜びを申し上げ合わせて貴協会

の益々の発展を祈念してご挨拶と

いたします。

前東村山市教育長

小町征弘

このたび東村山

文化協会の念願であり

ましたNPO法 人認証のもと、第

20回 市民文化のつどいが盛大に開

催され、心からお祝い申し上げま

す。「継続は力なりJと よく言われ

ますが、20年 の長きにわたり組織

の発展と事業の充実を目指し、和

をもって運営されてきたltL代役員

の皆様に感謝と敬意を表します。

市民文化は市民の手により創り

育まれ、歴史と伝続に東村山らし

さが加味され多くの市民に定着し

ています。 さ らに、輪を広め、

深めていかれることを期待してい

ます。本文化協会のますますの発

展をお祈り申し上げます。

市議会議長

川上隆之

東村山市文化協会

がNPO法 人 の認証

を受けられ、本年、「文化のつどいJ

が第 20回 を迎えられましたこと

に、心よりお祝いを申し上げま

す。貴協会と私ども市議会は、と

ても深いつながりを持たせていた

だいており、平成 10年 3月 に始

まりました 「市議会 ミニミニコ

ンサー ト」も今年 9月 議会で 50

回を迎えることができました。こ

れもひとえに、様々な活動を通

じて、本市の文化を守り育ててこ

られた貴協会の皆様方のご活躍の

たまものと感謝いたしております。

今後とも、さらなる発展を遂げら

れ、よリー層の飛躍に寄与される

ことを切望し、皆様のご健勝とご

活躍をご祈念し祝辞といたします。

東村山市教育長

森 純

東村山市民文化

つどいが 20回 の

目を迎えられましたこと、また東

村山市文化協会が NPO法 人の認

証をお受けになられましたことは、

誠に意義深いことであり、心から

お慶び申し上げるとともにお祝い

中し上げます。文化協会の活躍は

市の文化の発展にはなくてはなら

ないものであり、市民の余H限活動

や文化活動の基点としての重要性

はますます大きなものとなってお

ります。教育委員会といたしまし

ては貴会の協力を得ながら、文化

活動 。生涯学習の発展に尽くして

まいりたいとおもいますので、今

後もよリー層のお力添えをお願し、

員会がますます発展され、大きく

飛躍されることを願い、ごあいさ

つといたします。
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日  時   J′成 22年 5月 28日 ～ 30日

6月 6国 (ホール)

会  場   束 IJ山市立中央公民館

参加同体  49団 体 特 別参加 3団体

雑草を活ける一渓会

201ヨ宮己

木目込み人形すみれ会
Hipビ ーンズ

束村山写真クラブ
ン音楽愛好クラ

レイ ・オハナ

東村山製本研究会

ドドージIB妻ボシ′`とズ

東村山市茶道華道睦会 (華道)



ギター演奏乃含

主 催 卜岡 法人束村山市文化協会

共 催 東 村 山 市 教 育 委 員 会

後 媛 東  村  山  市

第 2 0同 文化 のつ どい参加 団体

東IJ山市盆栽壇好会 帥 車を活ける一渓会 東 IJ

製本,F究会 東 村山写真クラブ 17際画を楽し

む会 束 オf山「秋会 束 村th市福キヤ苑会 人 形

百花会 文 化Ⅲ」補すみれ会 木 自込み人形すみれ

会漢しの会 陶 芸の会 し なの本会 束 1拘 市木

道■道睦会 東 村 刻 上,F夕t会 パ ステル画の会

彩首 お しばなの友達 真 美会 京 村 市 合'目逆

盟 束 村 チ「楽左の会 東 村山交響米国 若 二会

東付山謡と仕舞の会 M拘   HIPビ ーンズ

赳中おわら凧の半束IⅢ 社中 泉 の会 束 村山ギ

ター合■回 ギ ター演奏乃昔 ド ドーン梅妻ボン

バーズ プ リマベーラ ア ンダンテギターアンサ

ンブル コ ーロ ぢ、じ 束 村山市秋訴連盟 エ ペ

レスト合唱回  itBサークルタ子町 サ クマミサコ

フラグループ 東 京松浪含 わ がマーマコーラス

ラテン音楽賃好クラブ レ イ オ ハナ フ ルート

アンサンブル ぢ、ろいで 嶋 の会 正 訂会 憾 の

会MH十  朝 顔控廊回 ナ  ブ ア ア イカネフラ

スクール 東 村山西市章学校 東 村山高等学校

束村山スウィングバンド

二胡サークル好暁

わがマーマコーラス

人形百イビ会

IIt中おわら

アンダンテギターアンサンブル

鳩の会
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50回 を迎えた東村山市議会ミニミエコンサート

市議会を身近な存在として市議会傍聴への関心を持っ

てもらうことと、議会の活性化をめざし、市議会とNPO

法人束本前11市文化協会が共催して平成 10年 3月 よリスタ

ー トした市議会ミニミニコンサー トもこの 9月定lfl議会で

50回 日を迎えました。

市議会各期間開催初日の開会前に隷場で 「市議会ミニミ

ニコンサー トJを 開催し、またロビーでは、作品の展示と、

米場者へのサービスと議員とのひとときの恕談の場所とし

て 「抹茶接待の席」を設けています。

ミニミニコンサー トの演目も作品の展示も多種多様で、

内容によっているいろな方が訪れます。訪れた方が再び市

議会傍聴に足を運んだり、市議会に興味を持つきっかけと

なってくれれば幸いです。

◆◇ 50回 記念特別企画 ◆◆

〔議場ミニミニコンサート〕 〔ロ ビ  ー  展 示〕

☆ 踊   り         ☆  陶  芸 (陶芸の会)

舞踊集団菊の会       ☆  宇 宙寧 (うちゅうこと)

〔抹 茶 接 待〕

☆ 抹 茶 接 待

東村 11市茶道華道睦会

が宇宙で弾いて話題となった「宇宙等 (うちゅうこと)J(同

型品)現 在山崎さんがお持ちの 2面 と開発された邦楽ジャ

ーナル、/1り楽器製造 (福山)に 、それぞれ 1面だけとい

う大変貴重な 「宇宙争Jを お借 りして、「聴いて、見て、

触ってみるコーナーJが設けられました。日の前で見る「宇

宙寄Jは たいそう可愛らしく見え、音色もまたかわいらし

いと言んでいました。 9月 10日 まで展示。

市長の所信表明を傍聴してから帰られた方も多くみられ

ました。

「宇宙争」のことが東京新聞と読売新聞に掲載される。

第 50回 議会ミニミニヨンサート

8月 30日 (月 )9月 定例議会の初日に東村 1市役所本

庁合 5階議場 ・ロビーにおいて第 50回 議会ミニミニコン

サー トが開催されました。

傍聴席は立ち見が出るほど盛況な中、議場ミニミニコン

サー トが始まりました。演目は、数々の賞を受賞され世界

30ケ 国以上で海外公演を行い好評を博している舛踊集団

「菊の会」のすばらしいlFHりです。傍聴に訪れた人は熱心

に見入っていました。

また、ロビーは陶芸の作品を鑑賞したり、おいしそうに

抹茶をいただいている人であふれました。

今回は 50回 特別企画として、宇宙飛行士山崎直子さん
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韓 封 山 毒 ミ ニ ミ ユ ロン サ ー ト 50回 一 覧 韓

回 数 に 月) 議 場 内 容 出 演 団 体 ロビー展示内容 (展示団体名)

第 1回 IIIld 3)

第 2回 01位 6)

第 3回 m06)

第 4回 G■012)

第 5回 皿 13)

第 6回 ぐ■16)

第 7回 ml_り

第 8日 0■l j2)

第 9回 m20

第10回 m2 0

第11回 012め

第12回 m212j

第13回 血&め

第14回 mユ 6)

第崎回 m&9)

第16回 血ユ12)

第17回 m40

第18回 KIIt4 6)

第19回 m49)

第20回 m41か

第21回 KIIn 3)

422回 m,0

第23回 tnh 9)

324回 0512)

第跡回 (皿α 3)

第26回 m住 6)

第27回 血住 9)

第28日 ●住12)

429回 m■ 3)

第削回 KIt7_6)

第31回 m■ 12)

A32回 0183)

第鶴回 m86)

第ユ回 (皿8 9)

第衝回 m駐 12)

第36回 tIIn 3)

第87画 く取ユ 6)

第盟回 KII豊9)

第櫛回 佃鉱12)

第40回 et1 3)

第41回 (盟位 6)

342回 鍛α 9)

第狙回 KE2は12)

第也回 0■ 3)

345回 廻独.6)

第46回 の 1_9)

第47回 KI121.12)

348回 Q物  3)

第49回 ω 26)

弟価回 ∽  3)

アルペンホルン演奏

却 し暖

ソプラノ4tW昌

等 ・鳥 のヽ叢

御 目

アル″ミン本′レン醸

嚇

サキソフォーン演奏

等 ・+増 離 萎

雀押目

輔

フォークソング

日鞠

室内アンサンブル

フラダンス

ハーモニカ独奏

搾
夕ヾリトン抑 目

鍍

管弦アンサンブル

謗

アルペンホルン独奏

課 と内代緩

嚇

韓

御 目と期

おわら風の盆の踊り
バリトン神 昌

アカペラ

アル“ミンホルカ受奏

粗J掌樽の夕ヾンド氏奏

新民謡の披露

管弦アンサンブル

幌

却 目

日翻

纂

雀J昌

フォークソング

臨

型騒融 「ありがとう

管弦アンサンブル

覇

フルート獲

ラテン音楽
ハーモニカ合奏

源編諦岡り

謡と仕舞

合唱

踊り

対 嘩

東村山お琴クラブ

期 噂

輔 車

期 師 御騨襲

沼 嘩

期 の

東村山スウィングバンド

期 嘩

期 の

期 脈 卿

蘭の会

痢 晦

東村山交響姿団

サクマミサヨフラ匁ヴ

トと メイツひまわり

抑 嘩

中

軸 1嘩

呻

勝雲会

沼 磨

輔 師 鞭

軸 の

東村山お琴クラブ

期 ∞

東村山市風如

中

郁 慰聾晨(■MIリカ)

対 し嬢

殻

輔 廊 的

期 印

期 の

部襲 盟の シ冷匁ミ)

離

姉 LL罐

期 山的

フォークギター蘭の会

鄭 山市鞭

東村山市御期

輔 山却

蔚 師 鞭

期 山市槽曽朝袈請郵譲会

ラテン音楽愛好クラブ

福寿学苑会小―モニカタラア

報

i]二F, : :占全ヽ・4宮:印自虐蚤産重雪

帥

舞踊集団 菊の会

作品展示 G陶

作品展示 G陶

作品展示 G唖

作品展示 G鰻

作品展示 G晦

雑車活け花 (雑草を活ける‐渓会)

生け花 (束村山市箱曽寄割髪誉)

畿 帥 晰 馨 )

短歌 (東村山市短歌会)木 目込み人形 (すみれ会)

アートフラワー 懲膏アートフラワー)雑 革活け花 (一渓会

写真 (東村山写真クラカ

絵手紙 的 ―クル)

麟 車(睡勤 翁

フランス刺繍 (のぶの会)

メ形 は対山市痢閉陰 )

覗 嚇 曜 )

折紙ひな人形 破 イヒ協会役員)雑 草デザイン活け花 (一渓会

押し花絵 印 し花絵友の会)

絵画 C罰乾誉)生 け花 G式 は市茶道華出睦翁

ミ報 鋪 醇 )

生け花 G軽 珠道睦会)木 目込み・十三支 ひ並聴会)

ねずみの陶器 (陶樹会) 絵 手紙扇 (役員 ・絵手紙サークル

畿 鋪 申  珠 酬 雌 )

鍛 鋪 師 薙 )

生サ花 G塁 捺遇睦会)お 雛さま :網必四彫 G囀

木目込うu多 錬府山れ頓郷会)

敏 鋪 脱 融 会)陸 事(陶摯つ分

アートフラフー (深雪アートフラワー)

東村山今昔写真 (東村出写真クラカ

文化束la破 イ卸 餅 み絵 )

木目遊 ノ嘲夕飾 山市カレ確翁

生け花 (東村山市導芭箱勘髪会)

轍 帥 雌 )

障碧筈(陶翌率少塗9 日 れじ 敏 イ陥 郊 町窺

十二支干支木目込み人形 休 日込み人形すみれ会)

伝統文化こども教室の子供たちの作品

木日込う 形ヽ ひ並箱洸会)

写真 (東村出写真クラの

観 鋪 雌 )

ねず初 瘍代り 跡  休 日め 並`夕・文化刺親すみれ会)

曜 (解勤 斜

畿 鋪 呻

本国込う代形 ひ並箱雅会)

文化細繍 彼化刺線すみれ会〉

鉢 卿 醇 )

権夢妻革苑隆導彰体と寄髄赤 G露寿串明髪会)雑 幾珂 (づ 会

敏 卿 雌 )

木ロテ笠ルヽ形 ひ並箱洸会)

説 卿 的

商芸 (陶芸の会)50回 廟 西 函「韓 降 Jの辰示

抹茶接待:1～ 5…副会長  6～ 9…張 女性役員、東村聞 謝罷聾譴睦会  lll―■l…東村中

毎日新聞平成10年 9月 3日号に議会ミニミニヨンサートの記事 (好評です。議場ミニミニヨンサート)掲 載される。

読売新聞平成15年 3月 15日 号議会ミニミニコンサートの記事 (地方議会ってなに?)磁

勲成19年 12月 定捌議会において、薩 より文イ既絵 と東村嘩 ↓韓

却 22年 9月 2日号に議会ミニミニヨンサートの記事 (宇宙に行った山崎さん特との琴・同塾品を動 犠

読黄新聞平成22年 9月 3日号に議会ミニミニコンサートの記事 軽 東村山市役所で膨∋ 騒
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《フレッシュコンサート》

NPO法 人東村山市文化協

会が主催する、フレッシュコン

サー トが 10月 17日 (日)東 村

山市立中央公民館において開

催されました。

このフ レッシュコンサー ト

は、音楽学校で勉強中の学生と

音楽大学を卒業 した 30歳 未満

の新人で、オーデションで選考

された各 5名 、計 10名 の方々

が出演されました。学生の部の

ピアノ演奏から始まり、10名

の方がそれぞれ披露ました。

入場無料 とあつて会場は大

勢のクラッシュック音楽愛好

者で満員の盛況でした。

《1日 研修旅行》

恒例の会員
一日研修会を 9月

13日 (月)40名 の参力‖を受け

市バスを借 りて、栃木県真岡市

の真岡木綿会館で、コースター

の手絞り体験をしました。参加

者は和やかに、それぞれ思いを

込めて取り組んでおりました。

事業部長 金 子

NPO法 人東村山市文化協会カロ盟団体(会員)

東 村 山 市 盆 栽 愛 好 会

東 村 山 市 吟 詠 連 盟

東 村 山 郷 土 研 究 会

ドナ ル ド  グ ル ー プ

東  村  山  短  歌  会

東 村 山 市 茶 道 華 道 睦 会

東 村 山 市 民 謡 連 盟

東村山市雑草を活ける一渓会

人   形    雅    会

ガールスカウ ト東京 134回

東 村 山 お 琴 ク ラ ブ

東 村 山 写 真 ク ラ ブ

東 村 山 市 合 唱 連 盟

蘭   の    会

陶 芸 の 会

文 化 刺 繍 す み れ 会

東 村 山 音 楽 指 導 者 協 会

東 村 山 青 年 会 議 所

東 村 山 市 菊 盆 栽 愛 好 会
一 絃 琴 萩 山 玉 葉 会

東 村 山 市 書 道 連 盟

東 村 山 市 歌 謡 連 盟

東村山市歌謡カラオケ連盟

木 目込 み 人 形 す み れ 会

東 村 山 邦 楽 友 の 会

東 村 山 市 胡 桜 舞 踊 協 会

サクマミサコフラグループ

勝 味 う ど ん 研 究 会

東 村 山 交 響 楽 団

勝   雲   会

東 村 山 製 本 研 究 会

越中おわら風の華東村山社中

若     三      会

東 村 山 市 福 寿 学 苑 会

正     謡     会

菊 の 会 東 村 山 グ ル ー プ

し  な  の  木  会

《会員及び費助会員募集》

市民文化の高揚を主軸に活動

をしております。

皆様のご入会をお待ち致 して

おります。  是 非ご一報を 1

事務局 鎌田 042‐393‐3620

編 集 後 記

本年は当文化協会がNPO法 人

格の認証と、市民文化のつどい

20回記念式典や議会ミニミニヨ

ンサー ト50回 を記念した行事

など、様々な催しが行われたこ

とから記念特集号としました。

△Ａ
△
ム
金
自

好

花

愛

浪
百韓松

形

ン

・泉

テ

人

ラ

東

《平成22年度事業概要》

4月 理事会 毎 月定例会

市民文化のつどい実行

委員会

5月 平成 22年 度

総会 ・懇親会

第 20回 記念

市民文化のつどい開催

文化のつどい 20回 ・N

P① 法人取得記念式典

6月  第 49回 議会ミニミニ

コンサー ト

8月  フ レッシュコンサー

トオーデション

9月  第 50回  議 会ミニミ
ニヨンサー ト

50回記念 宇宙等展示

会員 1日研修旅行

10月 フ レッシュコンサー ト

12月 第 51回 議会ミニミニ

コンサー ト

平成 23年

1月 文 協だより特集号発行

2月 新 年会

3月  第 21回  市 民ぶんか

のつどい実行委員会

第 52回 議会ミニミニ

コンサー

賛 助 会 員 |

(株)中 賀 堂   齋 藤昌雄

(有)餅   萬    深 井 駿

(有)割 烹あづま

山口 博

東村山市日中友好協会

山川昌子

(株)国 際思い出観光

井滝 博

日本ユニバーサル電気 (株)

志村秀雄

(有)町 田 商 事 町 田茂樹

折 笠 歯 科 医院 折 笠広樹

吼山流東村山金山吟詠会

金子町[邦

小 町 佐 亨

大 井 芳 文

吟詠萌洲流    松 岡萌洲

新  義 友

美容室ブーケ   石 川節子
ヘアサロンたけむら

竹村元伸
ハラコー トーヨー住器 (株)

原田康夫

(株)か い ば   細 測 清

社会福祉法人東京コロニーコロニー印刷
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